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阿
蘇
北
外
輪
の
山
懐
深
く
、
木
々
の
緑
に
包
ま

れ
て
連
な
る
集
落
が
手
野
地
区
で
す
。
国
造
神
社

は
、
手
野
の
中
央
に
位
置
し
、
渓
谷
の
清
冽
な
流

れ
に
添
う
よ
う
に
、
欅
の
白
木
造
り
の
美
し
い
姿

で
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
境
内
に
隣
接
し
た
と
こ
ろ

に
は
、
上
・
下
御
倉
古
墳
な
ど
が
あ
り
、
自
然
と

歴
史
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。 

■スポーツ施設スケジュール 
※内容は1月28日現在の情報です 

阿蘇体育館　　℡32－4000

2月 
9(土) 

10(日) 

17(日)

阿蘇郡市新チーム卓球大会 

阿蘇市冬季バドミントン大会 

大阿蘇Ｖリーグ大会 

3月 
1(土)～2(日) 

 

全九州大阿蘇旗争奪中学生バレーボール大会 

16(日) 

 

阿蘇郡市バスケットボール大会 

農村公園あぴか　　℡32－5081

3月 
2(日) 

7(金) 

8(土)～9(日) 

19(水) 

 

熊本市立小学校サッカー大会 

阿蘇支部グラウンドゴルフ大会 

熊本県高等学校教職員サッカー大会 

JA年金友の会グラウンドゴルフ大会 

　内牧商店街のお店が集結し、内牧の各地区で
「おいしい催し」を開催します。 
　商店街の熱気で寒さを吹き飛ばせるよう、皆
さまおそろいでお楽しみください。 
日時・場所　11時～15時 
　　　　　　2月10日（日）旧コアラ前 
　　　　　　2月17日（日）内牧1区公民館 
　　　　　　2月24日（日）ローソン阿蘇内牧店横 
　　　　　　　　　　　     ※雨天の場合、内牧5区公民館 
問い合わせ先　阿蘇町商工会　TEL 32－0200 
 

　4月にスタートする阿蘇市総合型地域スポー
ツクラブの設立総会を開催します。 
　総合型地域スポーツクラブは、誰もが気軽に
参加できるスポーツクラブです。種目によって
は定員がありますので、お申し込みはお早めに
お願いします。 
　総会当日は会員以外でも入場できますので、
スポーツクラブに興味のある方は、ふるってご
参加ください。 
日　時　2月24日（日）10時～ 
場　所　阿蘇青少年交流の家 
内　容　設立総会 
　　　　記念講演（県立大津 
　　　　高校サッカー部監督 
　　　　平岡和徳氏） 
問い合わせ先 
　教育委員会事務局社会体育係　TEL 22－3229 

　阿蘇青少年交流の家施設開放事業の一環として、
開催します。 
　アコースティックギター第一人者と童謡コン
クール日本一のソプラノ歌手とのコラボレーシ
ョンをお楽しみください。 
日　時　3月2日（日）14時～16時 
場　所　阿蘇青少年交流の家 講堂 
入場料　無料 
出　演　中川イサト（ギタリスト） 
　　　　岸部　眞明（ギタリスト） 
　　　　福嶋　由記（ソプラノ歌手） 
問い合わせ先　阿蘇青少年交流の家 
　　　　　　　TEL 22－0812 

　阿蘇の冬の名物である古閑の滝は、冬になる
と凍りつき、その下に立つと圧倒する迫力で氷
柱が天に向って延びる様子を見ることができます。 
　また、浄土寺では一面緑に覆われた境内に特
異な表情の十八羅漢が本堂を守るように立つ姿
を見ることができます。 
　お昼には地元 
の方々による特 
製のだご汁を用 
意していますの 
で、ぜひご参加 
ください。 
日　時　2月17日（日）10時～14時 
　　　　小雨催行（中止の場合は連絡します） 
場　所　坂梨地区 
集合場所　ASO田園空間博物館総合案内所 
集合時間　9時45分 
参加費　1,000円（昼食、保険代込） 
申込期限　2月15日（金） 
　　　　※定員30人。事前に必ずご連絡下さい。 
申し込み・問い合わせ先 
　　　　ASO田園空間博物館総合案内所 
　　　　TEL35－5077 
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国
造
神
社
の
創
建
は
、
崇
神
天
皇
18
年
（
紀
元
前
80
年
）

と
伝
え
ら
れ
、
祭
神
は
健
磐
龍
命
の
第
1
子
の
国
造
速
瓶
玉

命
・
雨
宮
媛
命
・
高
橋
神
・
火
宮
神
の
4
神
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。
速
瓶
玉
命
は
、
阿
蘇
を
開
拓
し
た
健
磐
龍
命
の
意

志
を
継
い
で
農
耕
を
広
め
、
畜
産
・
植
林
な
ど
に
も
力
を
尽

く
し
、
阿
蘇
初
代
国
造
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
神
社
の
北

側
に
位
置
す
る
の
で
北
宮
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
朝
廷
の

尊
崇
は
も
と
よ
り
、
民
衆
の
信
仰
も
厚
い
神
社
で
す
。 

　
社
殿
は
、
本
殿
が
正
面
4
間
の
側
面
2
間
で
、
拝
殿
は
正

面
3
間
の
側
面
3
間
あ
り
、
い
ず
れ
も
入
母
屋
造
の
銅
板
葺

で
す
。
肥
後
藩
主
の
細
川
綱
利
の
命
に
よ
り
寛
文
13
年
（
1
6
7
3
）

に
造
営
さ
れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
本
殿
の
棟
札
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
の
彫
刻
な
ど
の
意
匠
は
、
当
時
の

神
社
建
築
に
よ
り
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
何
回
か
の
改

修
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す

ま
た
、
境
内
末

社
と
し
て
、
神

話
に
ゆ
か
り
の

あ
る
大
鯰
の
霊

を
ま
つ
る
鯰
宮

が
あ
り
ま
す
。

鯰
の
研
究
で
知

ら
れ
る
秋
篠
宮

殿
下
が
参
詣
さ

れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
境
内
に
は
、
樹
齢
2，
0
0
0
年
を
超
え
、
速
瓶
玉
命
の
お

手
植
え
と
伝
わ
る
元
国
指
定
天
然
記
念
物
「
手
野
の
大
杉
」

が
あ
り
、
傍
ら
に
は
後
継
樹
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

3
年
の
台
風
に
よ
り
折
損
し
、
国
指
定
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
幹
と
根
に
そ
れ
ぞ
れ
上
屋
を
建
て
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
国
指
定
に
ふ
さ
わ
し
い
堂
々
と
し
た
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。 

　
そ
し
て
、
手
野
の
大
杉
の
隣
に
は
、
ホ
オ
の
木
（
朴
の
木
）

が
あ
り
ま
す
。
樹
高
約
34
m
、
幹
回
り
約
4．7
m
で
、5
月
頃

に
黄
白
色
の
直
径
15 
cm
ほ
ど
の
花
が
咲
き
、
そ
の
姿
は
い
か

に
も
神
秘
的
で
す
。
九
州
で
は
珍
し
い
大
木
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
平
成
2
年
の
台
風
で
折
木
し
た
桧
は
、
拝
殿

の
前
で
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
見
入
っ
た

女
流
俳
人
の
黒
田
杏
子
は
、
文
芸
春
秋
に
エ
ッ
セ
イ
と
し
て

目
の
前
で
神
社
に
す
む
白
蛇
を
見
た
こ
と
を
発
表
し
、「
蛇

穴
を
 
出
て
神
木
の
 
枝
の
先
」
と
い
う
俳
句
を
詠
ん
で
い

ま
す
。 

　
境
内
の
高
台
か
ら
は
、
田
園
の
彼
方
に
阿
蘇
五
岳
が
連
な

り
、
周
辺
に
は
数
多
く
の
古
墳
が
ロ
マ
ン
を
秘
め
る
か
の
よ

う
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
溢
れ
る
宮
川
等

の
自
然
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
こ
の
地
は
、
正
に

阿
蘇
文
化
の
あ
け
ぼ
の
そ
の
も
の
で
す
。 
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